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商工会は経営支援を通じて
事業者の未来に貢献する

「商工会は 行きます 聞きます 提案します」

2 あとつぎデータベースのご案内
青年部・女性部主張発表 岐阜県大会

3 経営者の「モヤモヤ」相談室

4 未来を応援 / 経営安定特別相談事業のご案内

有
限
会
社 

金
森
鐵
工
所

商工ニュース　読者アンケート
ご意見ご要望もこちらまで。ご協力ください。

人
〉」
で
す
。
こ
の
機
械
を
使
用
し
た
こ
と

で
建
築
基
礎
の
墨
付
け
作
業
の
負
担
が
軽

減
し
、
熟
練
職
人
に
よ
る
溶
接
加
工
作
業

に
時
間
を
集
中
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

結
果
と
し
て
納
期
短
縮
、
受
注
量
の
増
、

技
術
力
発
揮
、
取
引
先
と
の
関
係
強
化
に

繋
が
り
ま
し
た
。

地
域
と
と
も
に
技
術
で
支
え
る

鐵
工
所
と
し
て

昨
今
の
時
代
の
流

れ
か
ら
、
求
め
ら
れ

る
加
工
内
容
も
変
化

す
る
中
で
、
私
た
ち

は
固
い
鐵
を
加
工
す

る
事
を
仕
事
に
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

機
械
化
が
進
む
今
だ

か
ら
こ
そ
、
手
仕
事

に
よ
る
細
か
な
加
工
や
工
夫
が
必
要
と
さ
れ

る
場
面
も
多
く
、
そ
こ
に
こ
そ
当
社
の
価
値

が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

鐵
工
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
現
場
で

磨
い
た
技
術
を
次
の
仕
事
へ
活
か
し
、
地
域

に
必
要
と
さ
れ
る
鐵
工
所
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
依
頼
と
向
き
合
っ
て

ま
い
り
ま
す
。�

（
所
属　

金
山
町
商
工
会
）

「
ニ
ッ
チ
な
加
工
こ
そ
が
誇
り
」

～
鐵
工
所
の
職
人
魂
～

い
ま
す
が
、
当
社
に
は
む
し
ろ
「
細
か
く

て
手
間
の
か
か
る
仕
事
」
へ
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
「
こ
ん

な
難
し
い
加
工
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い

い
か
分
か
ら
な
い
」
と
お
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
と
き
こ
そ
、
私
た
ち
の
技
術
と

経
験
が
力
を
発
揮
し
ま
す
。
無
理
難
題
と

も
思
え
る
内
容
で
あ
っ
て
も
、
可
能
な
限

り
対
応
す
る
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
こ
と
が
、

取
引
先
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
礎
に
な
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

梁
ロ
ボ
が
生
産
現
場
を
変
え
る
！

納
期
短
縮
へ
の
新
た
な
挑
戦

近
年
、
取
引
先
か
ら
の
納
期
短
縮
へ
の

要
望
が
高
ま
る
中
、
限
ら
れ
た
人
材
に
よ

る
効
率
的
な
対
応
が
課
題
で
し
た
。
当
社

で
は
商
工
会
職
員
さ
ん
と
相
談
し
、
鉄
工

建
築
の
作
業
工
程
を
見
直
す
中
で
、
図
面

の
内
容
を
加
工
材
に
書
き
写
す
「
墨
付
け

作
業
」
が
生
産
効
率
に
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
が
判
明
し
何
と
か
改
善
す
る
た
め
に
、

商
工
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
墨
付
け
作

業
の
一
部
を
機
械
化
す
る
決
断
を
し
ま
し

た
。
令
和
５
年
度
に
原
油
高
・
物
価
高
騰

対
策
事
業
者
応
援
補
助
金（
岐
阜
県
小
規

模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
）を
活
用
し
て

導
入
し
た
の
が
、「
梁
ロ
ボ
〈
ケ
ガ
キ
名

地
域
に
根
ざ
し
、技
術
力
で
応
え
る
、

鐵
工
所
の
60
年

当
社
は
昭
和
40
年
に
父
が
鉄
骨
建
築
工

事
お
よ
び
鋼
構
造
物
工
事
を
主
体
に
創
業

し
、
平
成
５
年
に
法
人
化
と
な
り
、「
有
限

会
社
金
森
鐵
工
所
」
と
し
て
歩
み
始
め
ま

し
た
。
下
呂
市
金
山
町
と
い
う
地
元
に
根

を
張
り
、
60
年
間
に
わ
た
り
事
業
が
継
続

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
何
よ
り
信
頼
を
寄

せ
て
く
だ
さ
る
取
引
先
様
の
お
か
げ
で
す
。

現
在
は
、
私
と
３
名
の
従
業
員
に
よ
る

少
数
体
制
な
が
ら
、
こ
の
業
界
で
30
年
以

上
の
経
験
を
持
つ
熟
練
の
職
人
が
、
図
面
の

読
み
取
り
、
墨
付

け
か
ら
鉄
工
材
の

加
工
・
溶
接
ま
で
、

現
場
で
鍛
え
た
技

術
を
武
器
に
「
小

さ
く
て
も
確
か
な

仕
事
」
を
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。

他
社
が
断
る
加
工
こ
そ
、我
々
の
出
番

当
社
で
は
、
鉄
骨
躯
体
工
事
、
鋼
構
造

物
工
事
、
鉄
骨
階
段
製
造
工
事
、
工
事
機

械
の
修
理
・
加
工
な
ど
、
幅
広
い
業
務
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
鉄
工
業
界
で

は
大
型
機
械
等
に
よ
る
自
動
化
が
進
ん
で

▪ 

有
限
会
社 

金
森
鐵
工
所 

▪

　 

代
表
取
締
役
　
金
森
健
次
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▲

▲墨付けのイメージ

▲梁ロボの設定イメージ

▲社長の金森健次さん

▲完成写真 ▲階段製作
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第
30
回  

青
年
部
主
張
発
表 

岐
阜
県
大
会

第
25
回  

女
性
部
主
張
発
表 

岐
阜
県
大
会

岐
阜
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、
７
月
25
日
に
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
美
濃

加
茂
に
て
、
第
30
回
青
年
部
主
張
発
表
岐
阜
県
大
会
を
開
催
、
各
地
区
の

代
表
者
５
名
が
発
表
を
行
い
、
最
優
秀
賞
に
小
坂
町
商
工
会
青
年
部
の
遠

藤
勝
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
、「
自
分
の
町
を
変
え
る
」

と
本
気
で
考
え
、
戸
惑
い
の
中
、
青
年
部

員
７
名
で
の
活
動
が
自
分
の
心
を
奮
い
立
た

せ
決
意
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
を
動

か
す
た
め
に
取
り
組
ん
だ
４
つ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
『
人
・
数
・
課
題
・
目
的
』
に
つ
い
て
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的
の
一つ
が
、
市

主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
御
嶽
マ
ラ
ソ
ン
」

を
、
民
間
主
導
で
復
活
さ
せ
“N

O
RT

H
 

O
N

T
A

K
E M

A
RA

T
H

O
N

”
と
し
て

全
国
に
広
げ
る
た
め
の
活
動
で
、
未
来
は
自

身
が
作
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
青
年
部
は
挑

戦
を
続
け
て
い
く
と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
青
年

部
主
張
発
表
大
会
に
岐
阜
県
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

遠
藤
さ
ん
の
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

【
結
果
】

◦
最
優
秀
賞
　
遠
藤
　
勝
（
小
坂
町
）

◦
優
秀
賞
　
　
中
津
政
守
（
中
津
川
北
）

◦
優
良
賞
　
　
安
藤
　
申
（
北
方
町
）

◦
優
良
賞
　
　
宮
嶋
憲
一
（
神
戸
町
）

◦
優
良
賞
　
　
竹
川
祐
樹
（
川
辺
町
）

※
優
良
賞
に
つ
い
て
は
順
不
同

岐
阜
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
、
７

月
23
日
に
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
美
濃
加
茂
に

て
、
第
25
回
女
性
部
主
張
発
表
岐
阜
県
大

会
を
開
催
、
各
地
区
の
代
表
者
５
名
が
発

表
を
行
い
、
最
優
秀
賞
に
関
ケ
原
町
商
工

会
女
性
部
の
北
村
美
代
子
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

北
村
さ
ん
は
、「
女
性
部
活
動
と
地
域
振

興・ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
女
性
部

が
力
を
入
れ
て
い
る
お
も
て
な
し
活
動
に

つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。『
花
い
っ
ぱ
い

活
動
』で
は
女
性
部
の
Ｐ
Ｒ
と
お
出
迎
え
の

お
も
て
な
し
を
、関
ヶ
原
町
主
催
の
『
関
ヶ

原
合
戦
ま
つ
り
』・岐
阜
県
主
催
の『
大
関
ヶ

原
祭
』
で
は
バ
ザ
ー
出
店
に
よ
る
来
場
者

様
へ
の
お
も
て
な
し
な
ど
多
く
の
方
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
お
も
て
な
し
活
動
と
女

性
部
の
熱
い
思
い
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

北
村
さ
ん
は
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部

主
張
発
表
大
会
に
岐
阜
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

北
村
さ
ん
の
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

▲最優秀賞 北村美代子さん

小規模事業者の事業承継をサポート
あとつぎデータベース

のご案内

あとつぎデータベースは、商工会エリアを中心に、事業者同士
の“小さな”マッチング機会をサポートしています。商工会では、
事業承継・引継ぎ支援センター、日本政策金融公庫とも連携し、
小規模事業者の事業承継のサポートを行っています。

最寄りの商工会へご相談ください

最
優
秀
賞
　 

遠
藤
　
勝 

さ
ん

最
優
秀
賞
　 

北
村
美
代
子 

さ
ん

買い手（後継希望者） 売り手（後継者募集企業）
☑�事業拡大・新規創業・移住等に伴い、

第三者から事業等を引き継ぎたい方
☑継業を希望する方

☑�廃業や事業縮小に伴い第三者へ経営資源等※1の
売却・譲渡・貸与及び後継者候補を求めている方

※1 店舗等｜機械設備｜営業権｜株式　etc…

※本事業は事業所承継（継業）のマッチング機会の創出までを行います。原則として契約等の実務支援は行いません。
※当事業における「買い手」「売り手」については原則として各支援機関からの紹介先に限ります。
※当事業で紹介・情報提供等を行った事業者等との間に生じた瑕疵、問題、紛争等については一切の責任を負いません。

こんな方に
おすすめ

同
日
に
開
催
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
で
は
広
島
県
神
辺
町
商
工
会
青

年
部
員
の
藤
井
利
彦
さ
ん
、
田
中
健
一
さ
ん
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
神
辺
町
商
工
会
青
年
部
部
員
拡
大
に
関
す
る
取
り
組
み
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
神
辺
町
商
工
会
青
年
部
の
現
状
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
講
演
さ

れ
、
部
員
増
員
も
必
要
だ
が
、
現
部
員
一
人
一
人
と
向
き
合
う
こ
と
の
大

切
さ
が
重
要
で
あ
る
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

【
結
果
】

◦
最
優
秀
賞
　
北
村
美
代
子
（
関
ケ
原
町
）

◦
優
秀
賞
　
　
北
川
　
鈴
代
（
本
巣
市
）

◦
優
秀
賞
　
　
河
合
よ
し
子
（
関
市
東
）

◦
優
秀
賞
　
　
土
川
　
和
泉
（
中
津
川
北
）

◦
優
秀
賞
　
　
今
井
美
佐
子
（
下
呂
）

※
優
秀
賞
に
つ
い
て
は
順
不
同

▲松本操講師 ▲主張発表者

▲最優秀賞 遠藤 勝さん（写真左） ▲主張発表者

同
日
に
県
主
催
で
『
企
業
と
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
～
よ
り
良
い
職
場

環
境
を
目
指
し
て
～
』
を
テ
ー
マ
に
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
松
本
操
講

師
に
よ
り
人
権
講
習
会
が
行
わ
れ
、「
企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て
の
人
権

尊
重
と
、
人
権
意
識
の
涵
養
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

商工ニュース８月号にて誤りがございました。訂正してお詫び申し上げます。
P２　商工会青年部全国統一事業実施商工会　（誤） 御嵩町 → （正） 七宗町お詫びと訂正
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「BCP」と聞くと、多くの人は地震や水害と
いった自然災害への対策を思い浮かべるでしょ
う。でも実は、BCPは災害対策だけにとどまら
ず、企業全体のリスク管理や経営改善にも大いに
役立つ「ウラ」経営計画として活用できるものな
のです。

●なぜBCPを「ウラ」経営計画と捉えるのか

BCPは「Business Continuity Plan」の略であ
り、直訳すれば「事業継続計画」です。どこにも
「災害対策」とは書かれてはいません。近年で
は、自然災害だけでなく、感染症の蔓延、サイ
バー攻撃、サプライチェーンの寸断など、想定す
べきリスクは多くなってきています。
例えば、ある飲食店が特別な食材と一流のシェ
フによって高い評価を得ているとします。もし、
そのシェフが退職したり、特別な食材が調達でき
なくなったりしたらどうなるでしょうか？これら
の問題は、災害が原因でなくとも、事業継続を脅
かす重大なリスクです。通常の経営計画では、集
客増や新メニュー開発など「攻め」の視点に偏り
がちですが、経営はコインの表裏のように「守
り」もあってこそ。経営者には前向きな攻めの戦
略だけでなく、後ろ向きに見えるリスクへの備え
も欠かせません。労働者と違い、経営者自身を
守ってくれる法律・制度は意外と少ないため、自

ら備える姿勢が重要です。そのための「ウラ」経
営計画がBCPなのです。

●BCPがもたらす経営改善への好影響

私がBCP策定を支援させていただく中で、通常
の経営改善に繋がる事例が結構ありました。これ
は、BCPが単に災害時の対応を決めるだけでな
く、自社の強みや弱み、事業のボトルネックなど
を明確にする取り組みになり得るからです。
例えば、BCP策定において「特定の取引先から
の仕入れが途絶えたらどうするか」を検討するこ
とは、取引リスクの分散や代替品の確保といった
具体的な行動に繋がります。また、「主要な従業
員が不在になった場合の業務分担」を考えること
は、属人化の解消や多能工化といった組織力強化
に貢献します。このように、BCPに取り組むこと
は、日ごろ見過ごされがちな経営課題の発見と解
決に繋がり、結果として企業のレジリエンス（回
復力）を高め、持続的な成長を後押しするのです。

●まずは「事業継続力強化計画」から

BCPの策定は複雑な部分もありますが、その簡
易版として「事業継続力強化計画」認定制度の活
用が経済産業省から推奨されています。まずは自
社で取り組み、慣れてきたら取引先や同業他社と
の連携を視野に入れることで、着実にステップ
アップできます。
商工会では、BCP・事業継続力強化計画に関す
るセミナーを定期的に開催しており、経営指導員
や専門家が策定・認定取得の支援を行っていま
す。事業を永く継続させるために、そして攻めの
経営計画を支える「ウラ」の視点として、BCPへ
の取り組みを検討してみてはいかがでしょうか？
次回は【お金の「シカクとサンカク」】です。
お楽しみに！

第５回
BCPは「ウラ」経営計画
災害対策だけではもったいない
事業継続力強化計画（単独・連携）

経営者の
「モヤモヤ」相談室

藤井先生には、全12回シリーズで会員
事業者様のための経営に役立つ情報を
トピックスとして、連載していただきます。

株式会社ＡＣＣ
中小企業診断士　藤井 健太郎
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■ �抱えていた課題
中津川市付知町の付知土建株式会社は、昭和22年

創業、従業員35名の建設会社です。土木工事と林業
を中心に地域のインフラや森林整備を担い、多くの公
共工事を手掛けてきました。

しかし近年、全国的に公共工事の受注が減少し、同
社も影響を受けています。公共工事中心の体制から、
民間工事を新たな収益源とする販路開拓が課題となっ
ていました。

そこで簡易舗装材「カタマSP」を使った施工サー
ビスに注目し、事業展開に向けて商工会へ相談をいた
だきました。

■ 簡易舗装材「カタマSP」とは
日本製鉄が開発した舗装材で、鉄をつくる過程で

生じる副産物「鉄鋼スラグ」を再利用した、環境にや
さしい資材です。アスファルトやコンクリートに比べ
て安価で、コストパフォーマンスに優れているのが大
きな特長です。

近年では、農道や林道、空き地の雑草対策、駐車
スペースの整備などに幅広く活用されており、公共工
事での採用実績も多数あります。

また、店舗や工場の敷地整備や個人宅の駐車場の
雑草対策にも適していることから、当社ではこれまで
の現場経験を活かし、民間向けサービスとして本格的
な展開を目指していました。

■ 販売促進支援
商工会は「カタマSP」の販促に向け、ターゲット

の明確化やニーズ喚起から問い合わせ・受注まで導く
販促物制作を提案。まずはチラシ作成にあたって、要
件定義や顧客提供価値の整理を支援しました。

常務・外部デザイナー・指導員で何度も打ち合わ

せを重ね、チラシの内容をブ
ラッシュアップ。配布エリアや
時期、反響の集計方法に至るま
で、一連の流れを伴走支援しま
した。

さらに、Instagramの活用や、
自社ホームページ内に「カタマ
SP」専用ページを設ける提案も
行い、多様な情報発信チャネル
の整備を後押ししました。

■ 成果と今後の展開
チラシ配布後、予想を上回る反響があり問い合わせ

や見積依頼が増加。施工したお客様からも「頼んでよ
かった」と好評の声が寄せられています。

また、取り組みを通じて社内に民間営業や広告宣伝
の感覚が培われ、今後の営業活動に良い影響が期待さ
れます。付知土建はこの成果を活かし、「カタマSP」
を地域の暮らしを支える新たなサービスとしてさらに
展開していく方針です。商工会も引き続き支援してま
いります。� （中津川北商工会）

施工例（一般住宅）

付知土建株式会社
 中津川市付知町5068番地の3
 0573-82-4111
 https://tcc-tsukechi.com/ カタマSPの

詳細はコチラ！

仕事の受注量が減ってきた。
長引きそうで先行きが

不安だ…

融資を受けて
事業をテコ入れし、

経営不振から
脱却したい

取引先が倒産して
経営に大きく

影響が出ている

赤字がなかなか
解消できない。

    有効な改善策を
考えたい

中小企業・小規模事業者の倒産を防止するための、あらゆる相談にお応えしています。

こんなとき、

「経営安定特別相談室」を
ご利用ください

さまざまな理由により経営に不安のある方や、その立て直しを図りたい
方を対象に、委嘱弁護士との無料相談を受け付けています。（１企業に
つき年度１回）お申込みは最寄りの商工会までお願いいたします。

川 島 和 男 弁護士（岐阜市）
阪 下 六 代 弁護士（高山市）
𨦺口 　 崇 弁護士（岐阜市）
・�相談は基本的にそれぞれの弁護士事務所で行い
ますが、オンライン相談を希望される場合はご相
談ください。
・相談時間は１時間を目安とします。
・�相談内容は初期相談に限ります。法的手続きを
弁護士に委任するような場合には、手続きに必
要となる費用は相談者の負担となります。
岐阜県商工会連合会　企業支援課
 058- 277- 1070　  058- 274- 7655

「経営安定特別相談事業」のご案内

お問い
合わせ

対　応
弁護士

ご注意

施工例（公園）

作成したチラシ

無料相談料

雑草対策におすすめ！
簡易舗装材「カタマ SP」の販路開拓支援

未来を応援

付知土建株式会社


